
　９月定例会は、９月４日から２８日まで２５日間開催された。
　今期定例会の一般質問は９議員から通告があり、第１日目（9/4）は 7議員、第２日目（9/7）２議員の質
問を行った。（※一般質問概要は、１２ページから）
　町長提出議案は追加議案を含め２０件、議員提出案件は８件あり、それぞれ慎重に審議を行った。結果、
議案第 58 号（修正動議）は否決、請願１件は不採択、意見書２件は否決されたが、それ以外の議案はすべ
て可決・認定された。
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全員賛成の議案

町の財政健全化比率および資金不足比率について報告を受けたもの。
　※監査委員の意見「適正に作成されているものと認める。」

令和元年度愛荘町の財政健全化判断比率等の報告について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて(５件）

報告第　６号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

歳入歳出に 43,148 千円を追加し、総額を 12,407,788 千円とする。
・法人住民税 ( 過年度に収入のあった法人税割を租税条約に基づき、更正の申告がなされたこと
　により返還）還付にかかるもの。

令和２年度愛荘町一般会計補正予算（第４号）の専決処分につき議決を求めることについて

承認第１１号

歳入歳出に 26,000 千円を追加し、総額を 12,433,788 千円とする。
　※主な補正内容
　　・新型コロナウイルス感染症による事業等中止による不用額補正。
　　・新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業 ( 児童福祉施設分）。
　　・小中学校へのコロナ対策補助金。

令和２年度愛荘町一般会計補正予算（第５号）

議案第４７号

議案第４８号
歳入歳出に 4,750 千円を追加し、総額を 1,792,189 千円とする。
　※主な補正内容
　　・国民健康保険税還付金の増額補正。
　　・令和元年度交付金など額の確定による返還金。

令和２年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第４９号
歳入歳出に 20,464 千円を追加し、総額を 1,495,975 千円とする。
　※主な補正内容
　　・新型コロナウイルス感染症に伴う事業等中止による減額補正。
　　・令和元年度事業実績に伴う介護給付費負担金、地域支援事業交付金返還金。

令和２年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第５０号 収益的収入支出それぞれの予定額を 155 千円追加するもの。
　※主な補正内容
　　・下水道使用料還付金（過年度漏水還付）の増額補正。

令和２年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第５１号 市町村交通災害共済組合が令和２年３月３１日限り解散したことに伴い、令和元年度市町村交通
災害共済組合会計の決算について、議会の認定を求めるもの。

令和元年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算の認定について

議案第５３号
※Ｐ７のとおり
令和元年度愛荘町土地取得造成事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第５７号
※Ｐ７のとおり
令和元年度愛荘町下水道事業会計決算の認定を求めることについて

可決

認定

認定

報告

適任

9月28日

9月7日
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下
水
道
使
用
料
未
入
金
の

記
載
と
年
度
毎
の
推
移
、

不
能
欠
損
の
個
人
・
法
人
の
割
合

と
対
応
に
つ
い
て
。

（
村
西　
作
雄
議
員
）

事
業
認
可
区
域
の
う
ち
、

供
用
開
始
さ
れ
て
い
な
い

区
域
は
工
事
困
難
区
域
か
。ま
た
、

宅
地
開
発
の
下
水
道
管
工
事
は
町

が
行
う
の
か
。（

瀧　
す
み
江
議
員
）

国
保
の
現
役
世
代
の
範
囲

と
、
０
歳
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
を
支
援
し
て
い
る
制

度
を
、ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

（
辰
己　
保
議
員
）

①
第
８
期
計
画
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
委
託
せ
ず
、
町

独
自
で
策
定
で
き
る
と
考
え
る

が
。

②
地
域
支
援
事
業
減
少
の
要
因

は
。

③
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
お
い

て
、
一
時
的
に
入
所
し
や
す
い
介

護
老
人
保
健
施
設
に
入
所
者
が
集

①
県
納
付
金
算
定
へ
の
町

の
状
況
の
反
映
に
つ
い
て

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
被
保
険
者
証
化

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資
格
確

認
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
。

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
に
お

け
る
医
療
費
や
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

利
用
に
よ
る
薬
価
抑
制
等
視
覚
に

訴
え
る
資
料
作
成
に
つ
い
て
。

④
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ

く
、重
症
化
予
防
対
策
の
評
価
は
。

（
辰
己　
保
議
員
）

問問

問問

問

　

企
業
会
計
で
は
、
調
定
時
に
未

収
金
と
し
て
計
上
し
、
収
入
が
あ

っ
た
時
点
で
減
額
す
る
経
理
を
し

て
い
る
。

　

転
居
先
不
明
等
８
６
３
件
、

２
６
２
万
２
，３
８
１
円
を
不
能

欠
損
し
た
。
定
期
的
に
滞
納
整
理

を
行
っ
て
い
る
。

　

愛
知
川
右
岸
道
路
の
予
定
区
域

が
未
整
備
で
、
道
路
整
備
に
あ
わ

せ
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

宅
地
開
発
は
、
開
発
業
者
が
下

水
道
管
工
事
を
行
う
。

②
国
か
ら
運
用
に
つ
い
て
示
さ
れ

て
い
な
い
。
医
療
機
関
の
整
備
が

整
わ
な
け
れ
ば
難
し
い
。

③
各
市
町
の
状
況
を
み
て
検
討
し

て
い
く
。

④
予
防
事
業
は
経
年
的
に
評
価

し
、
重
症
化
に
つ
い
て
は
、
糖
尿

病
疾
患
の
予
防
事
業
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
、
検
討
し
て
い
く
。

①
納
付
金
は
、
町
の
加
入
率
、
医

療
費
の
動
向
、
所
得
の
動
向
が
加

味
さ
れ
る
。

　

各
保
険
者
か
ら
の
支
援
と
決
め

ら
れ
て
い
る
。

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
乖か

い

離り

を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
専
門

的
知
識
を
必
要
と
す
る
た
め
、
委

託
す
る
。

②
総
合
事
業
の
訪
問
型
・
通
所
型

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
減
少
し
て
い

る
。

③
病
院
か
ら
す
ぐ
退
院
で
き
な
い

場
合
、
老
健
施
設
等
で
機
能
回
復

し
た
う
え
で
、
在
宅
に
戻
ら
れ
る

が
、長
期
に
及
ぶ
方
も
お
ら
れ
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
を
待
た
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
当
町
の
傾
向
と
し
て
分
析
し

て
い
る
。

④
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
を
し
な
が
ら
、
在
宅
生
活
を
応

援
す
る
体
制
づ
く
り
を
続
け
て
い

き
た
い
。

※
質
疑
な
し

答答

答

答

答

答

答

（
建
設
・
下
水
道
課
係
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
住
民
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
福
祉
担
当
政
策
監
）

（
福
祉
担
当
政
策
監
）

（
福
祉
課
長
）

　
1
土
地
取
得
造
成
事
業

特
別
会
計
決
算
　

5
下
水
道
事
業
会
計
決
算

　
2
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
　

　
3
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
決
算
　

　
4
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
　

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
付
託

教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託

令和元年度各特別会計・下水道事業決算は、9月７日に上程され所管
の各常任委員会に付託された。９月９日から９月１１日開催された常
任委員会よりそれぞれ審査が行われ、２８日の本会議で委員会の審査
結果報告を受け採決を行った。主な質疑は次のとおり。

（採決結果は、Ｐ９・１０に記載しています。）

中
し
て
い
る
と
の
要
因
分
析
に
至

っ
た
総
括
的
な
説
明
は
。

④
在
宅
介
護
を
進
め
て
い
く
流
れ

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
カ
バ
ー
し

て
在
宅
介
護
に
結
び
つ
け
て
い
く

の
か
。　
　
　
（
辰
己　
保
議
員
）


